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(57)【要約】
　本発明は、基板と、前記基板上に相互交差するように
形成されたスキャンラインおよびデータラインと、前記
基板上で前記スキャンラインおよび前記データラインに
連結され、積層された二つのサブピクセルを含む積層型
有機発光素子であり、前記二つのサブピクセルが一つの
データラインによって個別駆動される積層型有機発光素
子と、前記データラインに連結され、前記データライン
にデータ信号を印加するデータドライバと、前記スキャ
ンラインに連結され、前記スキャンラインにスキャン信
号を印加するスキャンドライバと、前記データドライバ
および前記スキャンドライバを制御するコントローラと
、前記データドライバ、前記スキャンドライバおよび前
記コントローラに電源電圧を供給する電源モジュールと
、を含むことを特徴とする有機発光表示装置およびその
駆動方法を提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板と、
　前記基板上に相互交差するように形成されたスキャンラインおよびデータラインと、
　前記基板上で前記スキャンラインおよび前記データラインに連結され、積層された二つ
のサブピクセルを含む積層型有機発光素子であり、前記二つのサブピクセルが一つのデー
タラインによって個別駆動される積層型有機発光素子と、
　前記データラインに連結され、前記データラインにデータ信号を印加するデータドライ
バと、
　前記スキャンラインに連結され、前記スキャンラインにスキャン信号を印加するスキャ
ンドライバと、
　前記データドライバおよび前記スキャンドライバを制御するコントローラと、
　前記データドライバ、前記スキャンドライバおよび前記コントローラに電源電圧を供給
する電源モジュールと、を含むことを特徴とする有機発光表示装置。
【請求項２】
　前記積層型有機発光素子は、第１電極、第２電極、前記第１電極と前記第２電極との間
に位置する中間電極、前記第１電極と前記中間電極との間に位置する第１有機物層および
前記中間電極と前記第２電極との間に位置する第２有機物層を含んで、前記積層された二
つのサブピクセルを形成することを特徴とする、請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項３】
　前記第１有機物層および前記第２有機物層は、各々、正孔注入層、正孔輸送層、発光層
および電子輸送層を含むことを特徴とする、請求項２に記載の有機発光表示装置。
【請求項４】
　前記積層された二つのサブピクセルのうちのいずれか一つのサブピクセルは順バイアス
（ｂｉａｓ）で作動され、他の一つのサブピクセルは逆バイアス（ｂｉａｓ）で作動され
ることを特徴とする、請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項５】
　前記スキャンライン（Ｓ0～Ｓｎ’）は、順方向スキャンライン（Ｓ0～Ｓｎ）および前
記順方向スキャンラインと連続的に交代配置される逆方向スキャンライン（Ｓ0’～Ｓｎ
’）から構成され、
　前記第１および第２電極のうちのいずれか一つの電極は、前記順方向スキャンライン（
Ｓ0～Ｓｎ）のうちのいずれか一つの順方向スキャンラインに連結され、他の一つの電極
は、前記逆方向スキャンライン（Ｓ0’～Ｓｎ’）のうちのいずれか一つの逆方向スキャ
ンラインに連結され、
　前記中間電極は、前記一つのデータラインに連結されていることを特徴とする、請求項
２に記載の有機発光表示装置。
【請求項６】
　前記積層された二つのサブピクセルの発光色は、各々、Ｒ（Ｒｅｄ）、Ｇ（Ｇｒｅｅｎ
）、Ｂ（Ｂｌｕｅ）、およびＷ（Ｗｈｉｔｅ）のうちのいずれか一つであることを特徴と
する、請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項７】
　前記積層された二つのサブピクセルを含む積層型有機発光素子の一対を基準に、４個の
サブピクセルの発光色の組み合わせは、ＲＧＢＷ、ＲＧＷＢ、ＲＷＧＢ、ＲＷＢＧ、ＲＢ
ＷＧ、ＲＢＧＷ、ＧＲＢＷ、ＧＲＷＢ、ＧＢＲＷ、ＧＢＷＲ、ＧＷＲＢ、ＧＷＢＲ、ＢＲ
ＧＷ、ＢＲＷＧ、ＢＧＲＷ、ＢＧＷＲ、ＢＷＲＧ、ＢＷＧＲ、ＷＲＧＢ、ＷＲＢＧ、ＷＧ
ＲＢ、ＷＧＢＲ、ＷＢＲＧ、またはＷＢＲＧであることを特徴とする、請求項６に記載の
有機発光表示装置。
【請求項８】
　前記積層された二つのサブピクセルを含む積層型有機発光素子の一対を基準に、４個の
サブピクセルの発光色の組み合わせは、ＲＲＧＢ、ＲＲＢＧ、ＲＧＲＢ、ＲＧＢＲ、ＲＢ
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ＧＲ、ＲＢＲＧ、ＧＲＲＢ、ＧＲＢＲ、ＧＢＲＲ、ＢＲＲＧ、ＢＲＧＲ、ＢＧＲＲ、ＧＧ
ＲＢ、ＧＧＢＲ、ＧＲＧＢ、ＧＲＢＧ、ＧＢＲＧ、ＧＢＧＲ、ＲＧＧＢ、ＲＧＢＧ、ＲＢ
ＧＧ、ＢＧＧＲ、ＢＧＲＧ、ＢＲＧＧ、ＢＢＲＧ、ＢＢＧＲ、ＢＲＢＧ、ＢＲＧＢ、ＢＧ
ＲＢ、ＢＧＢＲ、ＲＢＢＧ、ＲＢＧＢ、ＲＧＢＢ、ＧＢＢＲ、ＧＢＲＢ、またはＧＲＢＢ
であることを特徴とする、請求項６に記載の有機発光表示装置。
【請求項９】
　前記電源モジュールは、前記データドライバ、前記スキャンドライバおよび前記コント
ローラにロジック電源として使用できる電圧（ＶＤＤ）、駆動のための電源として使用で
きる電圧（ＶＣＣ）および基準電圧（Ｖｒｅｆ）を各々供給することを特徴とする、請求
項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項１０】
　前記データラインは、オフ状態では基準電圧（Ｖｒｅｆ）を維持し、オン状態では前記
スキャンラインのそれぞれのスキャン方向に合わせて前記基準電圧（Ｖｒｅｆ）および前
記データラインに印加された電圧（Ｖｏｎ）の合算電圧（Ｖｒｅｆ＋Ｖｏｎ）と、前記基
準電圧（Ｖｒｅｆ）および前記データラインに印加された電圧（Ｖｏｎ）の減算電圧（Ｖ
ｒｅｆ－Ｖｏｎ）との間をスイング（ｓｗｉｎｇ）しながら前記積層された二つのサブピ
クセルを制御することを特徴とする、請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項１１】
　前記スキャンライン（Ｓ0～Ｓｎ’）は、順方向スキャンライン（Ｓ0～Ｓｎ）および前
記順方向スキャンラインと連続的に交代配置される逆方向スキャンライン（Ｓ0’～Ｓｎ
’）から構成され、
　前記順方向スキャンライン（Ｓ0～Ｓｎ）のうちのｎ番目スキャンラインのスキャン時
には、前記合算電圧（Ｖｒｅｆ＋Ｖｏｎ）により、前記逆方向スキャンライン（Ｓ0’～
Ｓｎ’）のうちのｎ’番目スキャンラインのスキャン時には、前記減算電圧（Ｖｒｅｆ－
Ｖｏｎ）により、前記積層された二つのサブピクセルを制御し、
　前記ｎおよび前記ｎ’は自然数であることを特徴とする、請求項１０に記載の有機発光
表示装置。
【請求項１２】
　請求項１～１１のうちのいずれか一項による有機発光表示装置は、パッシブマトリック
ス型有機発光表示装置である有機発光表示装置。
【請求項１３】
　請求項１～１１のうちのいずれか一項による有機発光表示装置は、アクティブマトリッ
クス型有機発光表示装置である有機発光表示装置。
【請求項１４】
　請求項１～１１のうちのいずれか一項による有機発光表示装置を含む電子製品。
【請求項１５】
　請求項１４による電子製品はテレビ、モニター、携帯電話または携帯マルチメディア機
器である電子製品。
【請求項１６】
　スキャンラインを順次選択するためのスキャンライン駆動信号を出力するスキャンドラ
イバと、選択された該スキャンラインのデータをデータラインに出力するためのデータラ
イン駆動信号を出力するデータドライバを介して積層された二つのサブピクセルを含む積
層型有機発光素子を発光させる有機発光表示装置の駆動方法であって、前記積層された二
つのサブピクセルを一つのデータラインによって個別駆動させることを特徴とする有機発
光表示装置の駆動方法。
【請求項１７】
　前記積層された二つのサブピクセルを前記一つのデータラインによって個別駆動させる
時、前記積層された二つのサブピクセルのうちのいずれか一つのサブピクセルは順バイア
ス（ｂｉａｓ）で作動させ、他の一つのサブピクセルは逆バイアス（ｂｉａｓ）で作動さ
せることを特徴とする、請求項１６に記載の有機発光表示装置の駆動方法。
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【請求項１８】
　前記積層型有機発光素子は、第１電極、第２電極、前記第１電極と前記第２電極との間
に位置する中間電極、前記第１電極と前記中間電極との間に位置する第１有機物層および
前記中間電極と前記第２電極との間に位置する第２有機物層を含んで、前記積層された二
つのサブピクセルを形成することを特徴とする、請求項１６に記載の有機発光表示装置の
駆動方法。
【請求項１９】
　前記スキャンライン（Ｓ0～Ｓｎ’）は順方向スキャンライン（Ｓ0～Ｓｎ）および前記
順方向スキャンラインと連続的に交代配置される逆方向スキャンライン（Ｓ0’～Ｓｎ’
）から構成され、
　前記第１および第２電極のうちのいずれか一つの電極は前記順方向スキャンライン（Ｓ

0～Ｓｎ）のうちのいずれか一つの順方向スキャンラインに連結され、他の一つの電極は
前記逆方向スキャンライン（Ｓ0’～Ｓｎ’）のうちのいずれか一つの逆方向スキャンラ
インに連結され、
　前記中間電極は前記一つのデータラインに連結され、前記一つのデータラインにより、
前記積層された二つのサブピクセルを個別駆動させることを特徴とする、請求項１８に記
載の有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項２０】
　前記積層された二つのサブピクセルの駆動時、発光色は、各々、Ｒ（Ｒｅｄ）、Ｇ（Ｇ
ｒｅｅｎ）、Ｂ（Ｂｌｕｅ）、およびＷ（Ｗｈｉｔｅ）のうちのいずれか一つであり、
　前記積層された二つのサブピクセルを含む積層型有機発光素子の一対を基準に、４個の
サブピクセルの発光色の組み合わせは、ＲＧＢＷ、ＲＧＷＢ、ＲＷＧＢ、ＲＷＢＧ、ＲＢ
ＷＧ、ＲＢＧＷ、ＧＲＢＷ、ＧＲＷＢ、ＧＢＲＷ、ＧＢＷＲ、ＧＷＲＢ、ＧＷＢＲ、ＢＲ
ＧＷ、ＢＲＷＧ、ＢＧＲＷ、ＢＧＷＲ、ＢＷＲＧ、ＢＷＧＲ、ＷＲＧＢ、ＷＲＢＧ、ＷＧ
ＲＢ、ＷＧＢＲ、ＷＢＲＧ、またはＷＢＲＧであることを特徴とする、請求項１６に記載
の有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項２１】
　前記積層された二つのサブピクセルの駆動時、発光色は、各々、Ｒ（Ｒｅｄ）、Ｇ（Ｇ
ｒｅｅｎ）、Ｂ（Ｂｌｕｅ）、およびＷ（Ｗｈｉｔｅ）のうちのいずれか一つであり、
　前記積層された二つのサブピクセルを含む積層型有機発光素子の一対を基準に、４個の
サブピクセルの発光色の組み合わせは、ＲＲＧＢ、ＲＲＢＧ、ＲＧＲＢ、ＲＧＢＲ、ＲＢ
ＧＲ、ＲＢＲＧ、ＧＲＲＢ、ＧＲＢＲ、ＧＢＲＲ、ＢＲＲＧ、ＢＲＧＲ、ＢＧＲＲ、ＧＧ
ＲＢ、ＧＧＢＲ、ＧＲＧＢ、ＧＲＢＧ、ＧＢＲＧ、ＧＢＧＲ、ＲＧＧＢ、ＲＧＢＧ、ＲＢ
ＧＧ、ＢＧＧＲ、ＢＧＲＧ、ＢＲＧＧ、ＢＢＲＧ、ＢＢＧＲ、ＢＲＢＧ、ＢＲＧＢ、ＢＧ
ＲＢ、ＢＧＢＲ、ＲＢＢＧ、ＲＢＧＢ、ＲＧＢＢ、ＧＢＢＲ、ＧＢＲＢ、またはＧＲＢＢ
であることを特徴とする、請求項１６に記載の有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項２２】
　前記データラインは、オフ状態では基準電圧（Ｖｒｅｆ）を維持し、オン状態では前記
スキャンラインのそれぞれのスキャン方向に合わせて前記基準電圧（Ｖｒｅｆ）および前
記データラインに印加された電圧（Ｖｏｎ）の合算電圧（Ｖｒｅｆ＋Ｖｏｎ）と、前記基
準電圧（Ｖｒｅｆ）および前記データラインに印加された電圧（Ｖｏｎ）の減算電圧（Ｖ
ｒｅｆ－Ｖｏｎ）との間をスイング（ｓｗｉｎｇ）しながら前記積層された二つのサブピ
クセルを制御することを特徴とする、請求項１６に記載の有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項２３】
　前記スキャンライン（Ｓ0～Ｓｎ’）は順方向スキャンライン（Ｓ0～Ｓｎ）および前記
順方向スキャンラインと連続的に交代配置される逆方向スキャンライン（Ｓ0’～Ｓｎ’
）から構成され、
　前記順方向スキャンライン（Ｓ0～Ｓｎ）のうちのｎ番目スキャンラインのスキャン時
には前記合算電圧（Ｖｒｅｆ＋Ｖｏｎ）により、前記逆方向スキャンライン（Ｓ0’～Ｓ
ｎ’）のうちのｎ’番目スキャンラインのスキャン時には前記減算電圧（Ｖｒｅｆ－Ｖｏ
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ｎ）により、前記積層された二つのサブピクセルを制御し、
　前記ｎおよび前記ｎ’は自然数であることを特徴とする、請求項２２に記載の有機発光
表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は積層型有機発光素子を含む有機発光表示装置およびその駆動方法に関する。
【０００２】
　本出願は２００７年４月２４日に韓国特許庁に提出された韓国特許出願第２００７－０
０３９９００号の出願日の利益を主張し、その内容の全ては本明細書に含まれる。
【背景技術】
【０００３】
　有機発光素子（ＯＬＥＤ）を含む有機発光表示装置は自体発光型であり、消費電力が低
く、視野角が広く、画素の応答速度が非常に速いために高画質の動画を表現することがで
きる。
【０００４】
　また、他のディスプレイ技術に比べ、製造工程が簡単で、生産費用が低いという長所が
あるために、最も有望な次世代フラットパネルディスプレイ技術として評価されている。
【０００５】
　このような有機発光表示装置の有機発光素子は、駆動方式により、パッシブマトリック
ス（Ｐａｓｓｉｖｅ　Ｍａｔｒｉｘ、ＰＭ）型有機発光素子とアクティブマトリックス（
Ａｃｔｉｖｅ　Ｍａｔｒｉｘ、ＡＭ）型有機発光素子に分けることができる。
【０００６】
　パッシブマトリックス型有機発光素子（ＰＭＯＬＥＤ）はアノード電極とカソード電極
が互いに交差する単純マトリックス形態を有する。
【０００７】
　そこで、アノード電極とカソード電極が交差する部分に一つのピクセルが形成され、各
ピクセルはレッド（Ｒｅｄ：以下、Ｒという）、グリーン（Ｇｒｅｅｎ：以下、Ｇという
）、およびブルー（Ｂｌｕｅ：以下、Ｂという）のサブピクセルから構成される。
【０００８】
　また、配列された電極の間には有機化合物からなる正孔注入層（Ｈｏｌｅ　Ｉｎｊｅｃ
ｔｉｎｇ　Ｌａｙｅｒ、ＨＩＬ）、正孔輸送層（Ｈｏｌｅ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇ　
Ｌａｙｅｒ、ＨＴＬ）、発光層（Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｌａｙｅｒ、ＥＭＬ）、電子輸送層
（Ｅｌｅｃｔｒｏｎ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇ　Ｌａｙｅｒ、ＥＴＬ）、および電子注
入層（Ｅｌｅｃｔｒｏｎ　Ｉｎｊｅｃｔｉｎｇ　Ｌａｙｅｒ、ＥＩＬ）が備えられており
、これらの構成は様々な組み合わせが可能である。
【０００９】
　このようなパッシブマトリックス型有機発光素子の場合、ＲＧＢＲＧＢ…ＲＧＢのデー
タラインの構造を有し、このような構造の場合、スキャンラインが順次選択される時、デ
ータラインに印加される信号に応じて選択されたピクセルが発光する駆動方式である。
【００１０】
　この場合、パネル構造および製作工程は単純であるが、解像度が増加するにつれて、ピ
クセルが占める面積もそれに比例して増加し、電極の長さが大きくなることにつれて電極
抵抗も増加し、フルカラーの映像駆動時に均一なカラーを実現するのに影響を与えるだけ
でなく、消費電力面においても解決しなければならない多くの難題がある。
【００１１】
　そこで、ピクセル間の間隔を最小化するための方案として、米国特許第５，９１７，２
８０号にＲ、Ｇ、Ｂの有機発光層が積層された積層型有機発光素子（ＳＯＬＥＤ）が提案
されたことがある。
【００１２】
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　しかし、積層型有機発光素子（ＳＯＬＥＤ）の独特のサブピクセル構造により、これを
マトリックス形態のディスプレイパネルに適用するには難しいという問題点がある。すな
わち、積層型有機発光素子（ＳＯＬＥＤ）が適用されたマトリックス形態のディスプレイ
パネルを製作するのが難しいだけでなく、これを駆動させるためには解決しなければなら
ない多くの難題がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明は、一つの積層型有機発光素子を構成する二つのサブピクセルを個別駆動できる
有機発光表示装置およびその駆動方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明は、基板と、前記基板上に相互交差するように形成されたスキャンラインおよび
データラインと、前記基板上で前記スキャンラインおよび前記データラインに連結され、
積層された二つのサブピクセルを含む積層型有機発光素子であり、前記二つのサブピクセ
ルが一つのデータラインによって個別駆動される積層型有機発光素子と、前記データライ
ンに連結され、前記データラインにデータ信号を印加するデータドライバと、前記スキャ
ンラインに連結され、前記スキャンラインにスキャン信号を印加するスキャンドライバと
、前記データドライバおよび前記スキャンドライバを制御するコントローラと、前記デー
タドライバ、前記スキャンドライバおよび前記コントローラに電源電圧を供給する電源モ
ジュールと、を含むことを特徴とする有機発光表示装置を提供する。
【００１５】
　本発明は、スキャンラインを順次選択するためのスキャンライン駆動信号を出力するス
キャンドライバと、選択された該スキャンラインのデータをデータラインに出力するため
のデータライン駆動信号を出力するデータドライバを介して積層された二つのサブピクセ
ルを含む積層型有機発光素子を発光させる有機発光表示装置の駆動方法であって、前記積
層された二つのサブピクセルを一つのデータラインによって個別駆動させることを特徴と
する有機発光表示装置の駆動方法を提供する。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、二つのサブピクセルを有する積層型有機発光素子（ＳＯＬＥＤ）が適
用された新しい形態のパッシブマトリックス型有機発光表示装置またはアクティブマトリ
ックス型有機発光表示装置と、その駆動方法が提供される。
【００１７】
　また、４個のサブピクセルを基準に４個のサブピクセルの発光色の組み合わせがＲＧＢ
Ｗである場合、消費電力を大きく改善することができ、４個のサブピクセルの発光色の組
み合わせがＲＢＧＢである場合、単位ピクセルの寿命や効率の側面に優れていると言える
。
【００１８】
　また、本発明によれば、フルカラーの動画画質を実現するに当たり、既存のパッシブマ
トリックス型有機発光表示装置およびアクティブマトリックス型有機発光表示装置より単
位面積当たりピクセル数を効果的に増加させることができる有機発光表示装置およびその
駆動方法が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明に係る積層型有機発光素子（ＳＯＬＥＤ）を含むフルカラーパッシブマト
リックス型有機発光表示パネル（ＰＭＳＯＬＥＤパネル）を駆動するための駆動モジュー
ルを示すブロック図である。
【図２】本発明に係る積層型有機発光素子（ＳＯＬＥＤ）を含むフルカラーパッシブマト
リックス型有機発光表示パネル（ＰＭＳＯＬＥＤパネル）の一部領域を示す図である。
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【図３】本発明に係る積層型有機発光素子（ＳＯＬＥＤ）のサブピクセルを駆動するため
のタイミングダイアグラムを示す図である。
【図４】本発明に係る積層型有機発光素子（ＳＯＬＥＤ）の構造を示す図である。
【図５】本発明に係る積層型有機発光素子（ＳＯＬＥＤ）を用いたフルカラーピクセル構
造を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明の一実施状態として有機発光表示装置は、基板と、前記基板上に相互交差するよ
うに形成されたスキャンラインおよびデータラインと、前記基板上で前記スキャンライン
および前記データラインに連結され、積層された二つのサブピクセルを含む積層型有機発
光素子であり、前記二つのサブピクセルが一つのデータラインによって個別駆動される積
層型有機発光素子と、前記データラインに連結され、前記データラインにデータ信号を印
加するデータドライバと、前記スキャンラインに連結され、前記スキャンラインにスキャ
ン信号を印加するスキャンドライバと、前記データドライバおよび前記スキャンドライバ
を制御するコントローラと、前記データドライバ、前記スキャンドライバおよび前記コン
トローラに電源電圧を供給する電源モジュールと、を含むことができる。
【００２１】
　前記積層型有機発光素子は、第１電極、第２電極、前記第１電極と前記第２電極との間
に位置する中間電極、前記第１電極と前記中間電極との間に位置する第１有機物層および
前記中間電極と前記第２電極との間に位置する第２有機物層を含んで、前記積層された二
つのサブピクセルを形成することができる。
【００２２】
　すなわち、第１電極、第１有機物層および中間電極が第１サブピクセルを構成し、中間
電極、第２有機物層および第２電極が第２サブピクセルを構成する。
【００２３】
　ここで、前記第１電極は第１透明基板上に形成され、前記第２電極は第２透明基板上に
積層され得る。前記第１および第２透明基板としては有機基板であることが好ましいが、
それに限定されるものではない。
【００２４】
　前記第１有機物層および前記第２有機物層は、各々、正孔注入層（Ｈｏｌｅ　Ｉｎｊｅ
ｃｔｉｎｇ　Ｌａｙｅｒ、ＨＩＬ）、正孔輸送層（Ｈｏｌｅ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇ
　Ｌａｙｅｒ、ＨＴＬ）、発光層（Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｌａｙｅｒ、ＥＭＬ）および電子
輸送層（Ｅｌｅｃｔｒｏｎ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇ　Ｌａｙｅｒ、ＥＴＬ）を含むこ
とができる。
【００２５】
　このような構成を有する積層型有機発光素子の第１および第２サブピクセルのうちのい
ずれか一つのサブピクセルが順バイアス（ｂｉａｓ）で作動され、他の一つのサブピクセ
ルは逆バイアス（ｂｉａｓ）で作動され得る。
【００２６】
　例えば、前記第１電極がアノード（ａｎｏｄｅ）電極であり、前記第２電極がカソード
（ｃａｔｈｏｄ）電極であり、前記中間電極が前記積層された第１および第２サブピクセ
ルの共通データ電極である場合、第１サブピクセルが順バイアスであれば第２サブピクセ
ルは逆バイアスで、第１サブピクセルが逆バイアスであれば第２サブピクセルは順バイア
スで各々作動され得る。
【００２７】
　前記第１および第２サブピクセルを有する積層型有機発光素子は、相互交差するデータ
ライン（Ｄ0～Ｄｎ）とスキャンライン（Ｓ～Ｓｎ’）に連結され得る（図２参照）。
【００２８】
　前記スキャンライン（Ｓ0～Ｓｎ’）は順方向スキャンライン（Ｓ0～Ｓｎ）および前記
順方向スキャンラインと連続的に交代配置される逆方向スキャンライン（Ｓ0’～Ｓｎ’
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）から構成される。
【００２９】
　前記第１および第２電極のうちのいずれか一つの電極は前記順方向スキャンライン（Ｓ

0～Ｓｎ）のうちのいずれか一つの順方向スキャンラインに連結され、他の一つの電極は
前記逆方向スキャンライン（Ｓ0’～Ｓｎ’）のうちのいずれか一つの逆方向スキャンラ
インに連結され、前記中間電極は前記一つのデータラインに連結され得る。
【００３０】
　ここで、前記第１および前記第２サブピクセルは一つの同一のデータラインによって個
別駆動され得る。
【００３１】
　前記電源モジュールは、前記データドライバ、前記スキャンドライバおよび前記コント
ローラにロジック電源として使用できる電圧（ＶＤＤ）、駆動のための電源として使用で
きる電圧（ＶＣＣ）および基準電圧（Ｖｒｅｆ）を各々供給することができる。
【００３２】
　ここで、ＶＤＤはロジック（ｌｏｇｉｃ）電源であり、ＶＣＣはスキャンドライバおよ
びデータドライバのアナログ電源である。
【００３３】
　前記データラインは、オフ状態では基準電圧（Ｖｒｅｆ）を維持し、オン状態では前記
スキャンラインのそれぞれのスキャン方向に合わせて前記基準電圧（Ｖｒｅｆ）および前
記データラインに印加された電圧（Ｖｏｎ）の合算電圧（Ｖｒｅｆ＋Ｖｏｎ）と、前記基
準電圧（Ｖｒｅｆ）および前記データラインに印加された電圧（Ｖｏｎ）の減算電圧（Ｖ
ｒｅｆ－Ｖｏｎ）との間をスイング（ｓｗｉｎｇ）しながら前記積層された第１および第
２サブピクセルを制御することができる（図３参照）。
【００３４】
　前記順方向スキャンライン（Ｓ0～Ｓｎ）のうちのｎ番目スキャンラインのスキャン時
のデータは前記合算電圧（Ｖｒｅｆ＋Ｖｏｎ）により、前記逆方向スキャンライン（Ｓ0

’～Ｓｎ’）のうちのｎ’番目スキャンラインのスキャン時には前記減算電圧（Ｖｒｅｆ
－Ｖｏｎ）により、前記積層された第１および第２サブピクセルのうちの該当サブピクセ
ルを制御することができる（図２および図３参照）。ここで、前記ｎおよび前記ｎ’は自
然数である。
【００３５】
　前記第１サブピクセルの発光色はＲ（Ｒｅｄ）、Ｇ（Ｇｒｅｅｎ）、Ｂ（Ｂｌｕｅ）、
およびＷ（Ｗｈｉｔｅ）のうちのいずれか一つであり、前記第２サブピクセルの発光色は
Ｒ（Ｒｅｄ）、Ｇ（Ｇｒｅｅｎ）、Ｂ（Ｂｌｕｅ）、およびＷ（Ｗｈｉｔｅ）のうちのい
ずれか一つであり得る。
【００３６】
　前記第１および第２サブピクセルを有する積層型有機発光素子二つを基準に、総４個の
サブピクセルの発光色の組み合わせは総２４種類の組み合わせが可能である。
【００３７】
　すなわち、いずれか一つの積層型有機発光素子の第１および第２サブピクセルと他の一
つの積層型有機発光素子の第１および第２サブピクセルを加え、総４個のサブピクセルの
発光色の組み合わせは総２４種類の組み合わせが可能である。
【００３８】
　４個のサブピクセルの発光色の組み合わせはＲＧＢＷ、ＲＧＷＢ、ＲＷＧＢ、ＲＷＢＧ
、ＲＢＷＧ、ＲＢＧＷ、ＧＲＢＷ、ＧＲＷＢ、ＧＢＲＷ、ＧＢＷＲ、ＧＷＲＢ、ＧＷＢＲ
、ＢＲＧＷ、ＢＲＷＧ、ＢＧＲＷ、ＢＧＷＲ、ＢＷＲＧ、ＢＷＧＲ、ＷＲＧＢ、ＷＲＢＧ
、ＷＧＲＢ、ＷＧＢＲ、ＷＢＲＧ、またはＷＢＲＧであり得る。
【００３９】
　また、前記第１および第２サブピクセルを有する積層型有機発光素子二つを基準に、総
４個のサブピクセルの発光色の組み合わせは総３６種類の組み合わせが可能である。
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【００４０】
　４個のサブピクセルの発光色の組み合わせはＲＲＧＢ、ＲＲＢＧ、ＲＧＲＢ、ＲＧＢＲ
、ＲＢＧＲ、ＲＢＲＧ、ＧＲＲＢ、ＧＲＢＲ、ＧＢＲＲ、ＢＲＲＧ、ＢＲＧＲ、ＢＧＲＲ
、ＧＧＲＢ、ＧＧＢＲ、ＧＲＧＢ、ＧＲＢＧ、ＧＢＲＧ、ＧＢＧＲ、ＲＧＧＢ、ＲＧＢＧ
、ＲＢＧＧ、ＢＧＧＲ、ＢＧＲＧ、ＢＲＧＧ、ＢＢＲＧ、ＢＢＧＲ、ＢＲＢＧ、ＢＲＧＢ
、ＢＧＲＢ、ＢＧＢＲ、ＲＢＢＧ、ＲＢＧＢ、ＲＧＢＢ、ＧＢＢＲ、ＧＢＲＢ、またはＧ
ＲＢＢであり得る。
【００４１】
　本発明に係る複数の積層型有機発光素子（Ｓｔａｃｋｅｄ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈ
ｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ、ＳＯＬＥＤ）を含む有機発光表示装置はパッシブマ
トリックス型有機発光表示装置であり得る。
【００４２】
　また、本発明に係る複数の積層型有機発光素子（ＳＯＬＥＤ）を含む有機発光表示装置
はアクティブマトリックス型有機発光表示装置であり得る。
【００４３】
　前記積層された第１および第２サブピクセルを有する積層型有機発光素子を含むパッシ
ブマトリックス型有機発光表示装置の構造として、そのサブピクセルの配列は２つの形態
で提供され、例えば、ＲＧ、ＢＷ、ＲＧ、ＢＷ…の構造とＲＢ、ＧＢ、ＲＢ、ＧＢ…の構
造でサブピクセルを配列することができる。しかし、これらに限定されるものではない。
【００４４】
　第１構造を見てみれば、ＲＧサブピクセルを積層する第１データとＢＷサブピクセルを
積層する第２データ、そして再びＲＧサブピクセルを積層する順に一つの同一のデータラ
インにより二つのサブピクセルの制御が可能な構造であり、ホワイト（ｗｈｉｔｅ）電力
消耗を減らすためのピクセル構造である。
【００４５】
　この構造の場合、ホワイト（ｗｈｉｔｅ）のグレード（ｇｒａｄｅ）においてＲＧＢサ
ブピクセルの組み合わせではないＷサブピクセルを制御する方法であり、ＲＧＢサブピク
セルの組み合わせに対比して６６％の電力低減効果がある。この場合、コントローラにお
いてそれぞれのＷサブピクセルを制御するためのモジュールが備えられることが好ましい
。
【００４６】
　第２構造はＲＢ、ＧＢ、ＲＢ、ＧＢ…の構造に限定されるものではなく、ＲＧＢそれぞ
れのサブピクセルのうちのその寿命や効率の低いサブピクセルをサブピクセルごとに重畳
して駆動する方法であり、その組み合わせにより様々な形態の有機発光表示装置の構成が
可能な構造である。
【００４７】
　本発明に係る有機発光表示装置は、例えば、テレビ、モニター、携帯電話または携帯マ
ルチメディア機器などの電子製品において画像をディスプレイするディスプレイ素子とし
て用いることができる。
【００４８】
　一方、本発明の他の一実施状態として、有機発光表示装置の駆動方法は、スキャンライ
ンを順次選択するためのスキャンライン駆動信号を出力するスキャンドライバと、選択さ
れた該スキャンラインのデータをデータラインに出力するためのデータライン駆動信号を
出力するデータドライバを介して積層された二つのサブピクセルを含む積層型有機発光素
子を発光させる有機発光表示装置の駆動方法であって、前記積層された二つのサブピクセ
ルを一つのデータラインによって個別駆動させることを特徴とする。前述した実施状態に
よる内容が本実施状態に全て適用されることは勿論である。
【００４９】
　ここで、本発明に係る有機発光表示装置の駆動方法によれば、前記スキャンドライバと
前記データドライバを介して前記積層された二つのサブピクセルを含む積層型有機発光素
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子を駆動させる時、一つの同一のデータラインによって前記積層された二つのサブピクセ
ルを個別駆動させることができる。例えば、前記積層された二つのサブピクセルのうちの
いずれか一つのサブピクセルは順バイアス（ｂｉａｓ）で、他の一つのサブピクセルは逆
バイアス（ｂｉａｓ）で作動するように駆動させることができる。
【実施例１】
【００５０】
　図１は、本発明に係る積層型有機発光素子を含む有機発光表示装置であって、積層型有
機発光素子（Ｓｔａｃｋｅｄ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏ
ｄｅ、ＳＯＬＥＤ）を含むＰＭＳＯＬＥＤ（Ｐａｓｓｉｖｅ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｓｔａｃｋ
ｅｄ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）パネル１５０を駆
動するための駆動モジュール１００の一例を示す図である。
【００５１】
　図１に示すように、本発明に係る有機発光表示装置のＰＭＳＯＬＥＤパネル１５０を駆
動するための駆動モジュール１００は、駆動のためのコントローラ１１０、スキャンドラ
イバ１２０、データドライバ１３０および電源モジュール１４０を含む。
【００５２】
　コントローラ１１０においては、ＰＭＳＯＬＥＤパネル１５０に映像をディスプレイす
るためにそれぞれのスキャン時点に合うデータを送ることができるようにスキャンドライ
バ１２０とデータドライバ１３０を制御し、ＰＭＳＯＬＥＤパネル１５０の構造に合う正
確なタイミングとイメージデータを作るようにする。
【００５３】
　電源モジュール１４０はコントローラ１１０、スキャンドライバ１２０およびデータド
ライバ１３０に連結され、電源モジュール１４０では、コントローラ１１０、スキャンド
ライバ１２０およびデータドライバ１３０においてロジック電源として使用する電圧（Ｖ
ＤＤ）、駆動のための電源として使用する電圧（ＶＣＣ）および基準電圧（Ｖｒｅｆ）を
各々供給する。
【００５４】
　ここで、ＶＤＤはロジック（ｌｏｇｉｃ）電源であり、ＶＣＣはスキャンドライバ１２
０およびデータドライバ１３０のアナログ電源である。
【００５５】
　スキャンドライバ１２０とデータドライバ１３０は駆動に必要なスキャンタイミングと
実際ＰＭＳＯＬＥＤパネル１５０のイメージデータを作る部分であり、そのタイミングに
対する例は図３に示されている。
【００５６】
　図１の駆動モジュール１００によって駆動される図１のＰＭＳＯＬＥＤパネル１５０は
第１および第２サブピクセルが重畳した構造の積層型有機発光素子が配列された形態であ
り、より具体的には図２に示された構造を有する。
【００５７】
　図２は第１および第２サブピクセルを有する積層型有機発光素子（ＳＯＬＥＤ）が基板
上に配列された構造を有するＰＭＳＯＬＥＤパネル１５０の一例を示す図であるが、これ
に本発明が限定されるものではない。
【００５８】
　図２に示すように、順方向スキャンラインとしてＳ0 、Ｓ1．．．Ｓｎは各々順方向ス
キャンとして、逆方向スキャンラインとしてＳ0’、Ｓ1’．．．Ｓｎ’は各々逆方向スキ
ャンとして作用する。ここで、それぞれの選択されたスキャン部分において、データライ
ンとしてＤ１．．．Ｄｎのデータが各々順方向および逆方向に順次なされ、積層された第
１および第２サブピクセルを一つの同一のデータラインによって駆動されることができる
。
【００５９】
　この時、図２に示すように、Ｓ0およびＳ0’のスキャンラインにおいて、サブピクセル
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の配列がＲＧＢＷＲＧＢＷ．．．ＲＧＢＷの構造である場合、２０１、２０３、．．．は
ＲＧサブピクセルの配列で積層し、２０２、２０４．．．はＢＷサブピクセルの配列で積
層してフルカラーを再現することができる。
【００６０】
　また、ＲＢＧＢＲＢＧＢ．．．ＲＢＧＢの構造である場合、２０１、２０３、．．．に
ＲＢサブピクセルの配列で積層し、２０２、２０４、．．．にＧＢサブピクセルの配列で
積層した構造である。
【００６１】
　この時、ＲＢＧＢサブピクセルの組み合わせはＲＧＢＧまたはＧＲＢＲなど必要により
それぞれの組み合わせを合わせて積層することができ、図２に示すように、Ｓ1およびＳ1

’のスキャンラインに形成されるサブピクセル（２１１、２１２、２１３、２１４、．．
．）にも同じ方法によりサブピクセルを積層することができる。
【００６２】
　図３は、図２のターンオン（ｔｕｒｎ　ｏｎ）されるピクセル（２００の明るいセル）
のデータライン（Ｄ0～Ｄｎ）とスキャンライン（Ｓ0～Ｓｎ’）のタイミングを示す図で
ある。
【００６３】
　ＰＭＳＯＬＥＤパネル１５０を効果的に駆動させるために、データライン（Ｄ0～Ｄｎ
）とスキャンライン（Ｓ0～Ｓｎ’）のタイミングは図３に示された通りである。
【００６４】
　データライン（Ｄ0～Ｄｎ）は、オフ状態では基準電圧（Ｖｒｅｆ）を維持し、データ
を書き込む時には、すなわちオン状態ではそれぞれのスキャン方向に合わせて図３のＶｒ
ｅｆ＋ＶｏｎとＶｒｅｆ－Ｖｏｎをスイング（ｓｗｉｎｇ）しながら積層された第１およ
び第２サブピクセルを制御することができる。ここで、図３のＶｒｅｆは５～８Ｖ、Ｖｏ
ｎは５～１０Ｖであり、この電圧条件はサブピクセルの特性に応じて変えることができる
。
【００６５】
　例えば、図２のＳｎ番目スキャン時のデータは図３のＶｒｅｆ＋Ｖｏｎでサブピクセル
の微細な制御が可能であり、図２のＳｎ’番目のスキャン時には図３のＶｒｅｆ－Ｖｏｎ
で該当するピクセルも各々微細な制御が可能である。この時、データはＰＷＭ（Ｐｕｌｓ
ｅ　ｗｉｄｔｈ　ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）およびＰＡＭ（Ｐｕｌｓｅ　ａｍｐｌｉｔｕｄ
ｅ　ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）駆動全てが可能である。
【００６６】
　図４は第１および第２サブピクセルを有する積層型有機発光素子の構造を示す図である
。
【００６７】
　図４に示すように、積層型有機発光素子４００の場合、二つのサブピクセル（４１１，
４１２）が相異なる方向にバイアス（ｂｉａｓ）されるように積層された構造を有する。
【００６８】
　積層型有機発光素子４００の中間電極４０Ｆに連結されたライン４１３が図２のデータ
ラインＤｎに連結され、第１および第２電極（４０Ｂ，４０Ｊ）に各々連結されたライン
（４１４，４１５）が各々図２のスキャンライン（Ｓｎ、Ｓｎ’）に連結されることによ
り、二つのサブピクセル（４１１，４１２）が図３の示されたタイミングによって個別駆
動されるように制御することができる。
【００６９】
　積層型有機発光素子４００の構造について具体的に説明すれば、第１および第２透明基
板（４０Ａ，４０Ｋ）の間にいくつかの層を積層させ、第１および第２サブピクセル（４
０Ｍ，４０Ｌ）を形成する。
【００７０】
　第１サブピクセル４０Ｍの発光色を表示するための構成は、第１透明電極４０Ｂ、正孔
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注入層（Ｈｏｌｅ　Ｉｎｊｅｃｔｉｎｇ　Ｌａｙｅｒ、ＨＩＬ）／正孔輸送層（Ｈｏｌｅ
　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇ　Ｌａｙｅｒ、ＨＴＬ）４０Ｃ、発光層（Ｅｍｉｔｔｉｎｇ
　Ｌａｙｅｒ、ＥＭＬ）４０Ｄ、電子輸送層（Ｅｌｅｃｔｒｏｎ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉ
ｎｇ　Ｌａｙｅｒ、ＥＴＬ）４０Ｅおよび中間透明電極４０Ｆを含む。
【００７１】
　第２サブピクセル４０Ｌの発光色を表示するための構成は、中間透明電極４０Ｆ、正孔
注入層（Ｈｏｌｅ　Ｉｎｊｅｃｔｉｎｇ　Ｌａｙｅｒ、ＨＩＬ）／正孔輸送層（Ｈｏｌｅ
　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇ　Ｌａｙｅｒ、ＨＴＬ）４０Ｇ、発光層（Ｅｍｉｔｔｉｎｇ
　Ｌａｙｅｒ、ＥＭＬ）４０Ｈ、電子輸送層（Ｅｌｅｃｔｒｏｎ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉ
ｎｇ　Ｌａｙｅｒ、ＥＴＬ）４０Ｉおよび第２透明電極４０Ｊを含む。
【００７２】
　ここで、中間透明電極４０Ｆは図２のデータラインＤｎに連結されてデータ電極として
使用され、残りの第１および第２透明電極（４０Ｂ，４０Ｊ）は各々図２のスキャンライ
ン（Ｓｎ，Ｓｎ’）に連結されることにより、積層された第１および第２サブピクセル（
４０Ｍ，４０Ｌ）を一つの同一のデータラインＤｎによって個別駆動させることができる
。
【００７３】
　フルカラーの情報を示すためには、その例として、図５に示すように、有機発光表示パ
ネル５００をＲＧＢＷまたはＲＢＧＢのサブピクセルの組み合わせで構成することもでき
る。
【００７４】
　図５に示すように、積層された第１および第２サブピクセル（５０１／５０２）とまた
他の第１および第２サブピクセル（５０３／５０４）の組み合わせにより様々なカラー情
報を表示するが、その組み合わせは、前述したように、大きく、ＲＧＢＷの構造とＲＢＧ
Ｂの構造に区分して有機発光表示パネル５００を構成することができる。
【００７５】
　ＲＧＢＷサブピクセルの構成の場合、Ｒ（５０１）／Ｇ（５０２）、Ｂ（５０３）／Ｗ
（５０４）の配列で構成することができる。この方法はＷサブピクセルを利用するために
電力消耗を大きく減らす長所がある。
【００７６】
　ＲＢＧＢサブピクセルの構成の場合、Ｒ（５０１）／Ｂ（５０２）、Ｇ（５０３）／Ｂ
（５０４）の配列で構成することができる。ここでは、Ｂサブピクセルを再度適用する方
法で、Ｒ、Ｇ、Ｂの３つのサブピクセルのうちのその寿命や効率を増加させようとするサ
ブピクセルを重畳して使用する方式である。
【００７７】
　したがって、ＲＢＧＢサブピクセルを構成するだけでなく、ＧＲＢＲ、ＲＧＢＧなどの
様々なサブピクセルの組み合わせによりその特性を改善することができる。
【００７８】
　このように、本発明によれば、二つのサブピクセルを有する積層型有機発光素子に基づ
いてガラス発光表示パネルのフルカラーの実現が可能であり、そのパネルを効果的に駆動
することができる。
【符号の説明】
【００７９】
　１００　　　駆動モジュール
　１１０　　　コントローラ
　１２０　　　スキャンドライバ
　１３０　　　データドライバ
　１４０　　　電源モジュール
　２００　　　ピクセル
　４００　　　積層型有機発光素子
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　４１１，４１２，４１３，４１４，４１５　　　サブピクセル
　５００　　　有機発光表示パネル
　５０１，５０２，５０３，５０４　　　サブピクセル

【図１】 【図２】
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